
様式１－②

入学年度

コース・類型 定時 定時 定時 定時

教 学年(年次） Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 　科目 学級数

2 2

2 2

2 2 4

2▲ 0、2

2▲ 0、2

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

2 2

2 2

2 2

2 2

1■ 0、1

2▲ 0、2

3 3

2 2

2▲ 0、2

2■ 0、2

2▲ 0、2

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

科学と人間生活 2 2

化学基礎 2 2

2 2

2 2

2▲ 0、2

2 2 2 2 8

1 1 2

美術Ⅰ 2□ 0、2

書道Ⅰ 2□ 0、2

（学）美術演習 2□ 0、2

2□ 0、2

3 3

2 2 4

2■ 0、2

2■ 0、2

2□ 0、2

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

家
庭 2 2

2 2

2 2

1■ 0、1

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1

0、1

2▲ 0、2

1■ 0、1

2▲ 0、2

1■ 0、1

2▲ 0、2

2■ 0、2

2▲ 0、2

2■ 0、2

0、2 ゼロ時限目開講

0、2 ゼロ時限目開講

0、2 ゼロ時限目開講

0、2 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0～4 0～4 0～4 0～4 0～16

18～22 18～22 18～22 18～22 72～88
特
別

活
動 1 1 1 1 4

1 1 1 1 4

総　　　計 20～24 20～24 20～24 20～24 80～96

註1　　▲、■、□は選択科目
註2　　ゼロ時限目科目（+で表示）は年間4単位まで履修可
註3　　学校設定教科「（学）日本語」は日本語指導が必要な生徒のみ履修可

註5　　ゼロ時限目科目（+で表示）は各学年３科目まで履修可
芸術選択：美術Ⅰ、書道Ⅰ
日本語は日本語が不自由な外国籍生徒のうち希望する者のみ選択可
３年次の選択科目は△はテストあり、▲はテストなし
４年次の選択科目はA，Bともにテストあり

（学）情報活用Ⅰ（基本） +1
（学）情報活用Ⅱ（応用） +1
（学）情報活用Ⅲ（発展） +1

情
　
報

（学）初級の日本語H +1
（学）中級の日本語H +1

（学）中級の英語 +1

（学）情報基礎

（学）日本語ⅡA

（学）ダイレクトの日本語

+1 土曜開講

（学）基礎の英語 +1

（学）日本語ⅢB

（学）日本語ⅣA

（学）日本語ⅣB

（学）ダイレクトの日本語H

+1

（学）初級の国語 +1

（学）上級の英語 +1

家庭基礎

情報Ⅰ

地学基礎

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

註4　　再履修した場合、当該生徒の教育課程は次年度在籍する学年の

総合的な探究の時間 総合学習

（学）日本語ⅠA

（学）日本語ⅠB

選択の方法

 ホームルーム活動

（学）日本語ⅢA

+1

数学Ⅰ

数学Ａ 

(学)高校教養講座　理科系 +1 土曜開講

(学)高校教養講座　文化系

（学）数学演習

（学）英語演習

保
健

体
育

体育

保健

理
　
科

芸
　
術

地
理

歴
史

（学）中級の国語

歴史総合

地理総合

生物基礎

（学）ビジネス理科

数
　
学

（学）中級の数学 +1

令和6年

備　　考
計

1

現代の国語
（技）「現代の国語」の増加単位とし
て１単位を認定

国
　
語

言語文化

国語表現

学校番号 T0315

（入学年度別、類型別、教科・科目単位数）                                                      　　　　　　

（技）「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」の増加単位
として１単位を認定

（学）書道演習

（学）ビジネス社会Ⅱ

（学）数学Ⅰ応用

（学）ビジネス数学

令 和 6 年 度  　大 阪 府 立 布 施 高 等 学 校

政治・経済

定 時 制 の 課 程 普 通 科  　教 育 課 程 実 施 計 画

+2

（学）初級の日本語

（学）中級の日本語

（学）上級の日本語

+2

（学）日本語ⅡB

（学）古典演習

（学）基礎国語

ただし、▲■のうち日本語は必要とする者のみが選択する

+1

+1

（技）「（学）情報基礎」の増加単位
として１単位を認定

2年次▲から1科目、■から1科目、□から1科目選択する

+2
+2

1年次▲から1科目、■から1科目選択する

+1

3年次▲から1科目、■から1科目、□から1科目選択する

4年次▲から2科目、■から1科目選択する

教科・科目の計

ゼロ時限目開講科目
及び土曜開講科目の計

（学）上級の日本語H

（

学
）

教
養

（
学
）
日
本
語

（学）ビジネス情報

　
公
　
民

公共

（学）ビジネス社会Ⅰ

（学）初級の数学

外
　
国
　
語

（学）ビジネス英語

（学）入門の英語

（学）韓国・朝鮮語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ



様式１－②

入学年度

コース・類型 定時 定時 通信 定時 通信

教 学年(年次） Ⅰ

科 　科目 学級数

現代の国語 2 2

言語文化 2 2

（学）国語演習 4 4

（学）古典演習 2▲ 0、2

（学）基礎国語 2▲ 0、2

（学）初級の国語 0、1 ゼロ時限目開講

（学）中級の国語 0、1 ゼロ時限目開講

2 2

2 2

4 4

公
　
民

2 2

政治・経済 2 2

1■ 0、1

民 2▲ 0、2

3 3

4 4

2 2

2▲ 0、2

2■ 0、2

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2 2 2 8

1 1 2

美術Ⅰ 2□ 0、2

書道Ⅰ 2□ 0、2

（学）美術演習 2□ 0、2

2□ 0、2

3 3

2 2 4

2 2

2■ 0、2

2□ 0、2

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

家庭 2 2

情報Ⅰ 2 2

1■ 0、1

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

（学） 0、1 土曜開講

教養 0、1 土曜開講

2▲ 0、2

1■ 0、1

2▲ 0、2

1■ 0、1

2▲ 0、2

2■ 0、2

0、2 ゼロ時限目開講

0、2 ゼロ時限目開講

0、2 ゼロ時限目開講

0、2 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0、1 ゼロ時限目開講

0～4 0～12
18～22 16～20 12 16～20 12 74～86

特
別

活
動 1 3

1 3

総　　　計 20～24 18～22 12 18～22 12 80～92

註1　　▲、■、□は選択科目

註2　　ゼロ時限目科目（+で表示）は年間4単位まで履修可

註3　　学校設定教科「（学）日本語」は日本語指導が必要な生徒のみ履修可

註5　　ゼロ時限目科目（+で表示）は各学年３科目まで履修可

註7　　ゼロ限科目は各学年３科目まで履修可

情報 +1

+1

+1

（学）情報活用Ⅰ（基本）

（学）情報活用Ⅱ（応用）

（学）情報活用Ⅲ（発展）

（
学
）
日
本
語

（技）「（学）情報基礎」の増加単
位として１単位を認定

(学)高校教養講座　文化系 +1

+1

（学）中級の日本語H +1

（学）上級の日本語H +1

（学）ダイレクトの日本語

3年次▲から1科目、■から1科目、□から1科目選択する

+2

（学）初級の日本語 +2

（学）中級の日本語

1年次▲から1科目、■から1科目選択する

（学）ダイレクトの日本語H +1

（学）初級の日本語H

選択の方法

註4　　再履修した場合、当該生徒の教育課程は次年度在籍する学年の
　　　　教育課程に内容が変更するためこの限りではない

（技）「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」の増加
単位として１単位を認定

+2

（学）日本語ⅠA

総合的な探究の時間 1 1 総合学習

+2

（学）上級の日本語

註6　　再履修した場合、当該生徒の教育課程は次年度在籍する学年の教育課程

ゼロ時限目開講科目 0～4 0～4
教科・科目の計

 ホームルーム活動 1 1

（学）中級の英語 +1

（学）上級の英語 +1

(学)高校教養講座　理科系 +1

（学）情報基礎

家庭基礎

芸
術

（学）書道演習

外
　
国
　
語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

（学）英語演習

（学）入門の英語

論理・表現Ⅰ

（学）韓国・朝鮮語

（学）基礎の英語

理
　
科

科学と人間生活

化学基礎

地学基礎

保
健

体
育

体育

保健

生物基礎

（学）初級の数学 +1

（学）数学演習

　
　
数
　
　
学

数学Ⅰ

数学Ⅱ

数学Ａ 

（学）数学Ⅰ応用

（学）ビジネス社会Ⅱ

Ⅲ

地

理

歴

史

地理総合

歴史総合

世界史探究

国
　
　
　
　
語

学校番号 T0315

令 和 6 年 度  　大 阪 府 立 布 施 高 等 学 校
定 時 制 の 課 程 普 通 科  　教 育 課 程 実 施 計 画
（入学年度別、類型別、教科・科目単位数）                                                      　　　　　　

令和6年

備　　考
計Ⅱ

公共

1
（技）「現代の国語」の増加単位として
１単位を認定

+1

+1

（学）中級の数学 +1

（学）ビジネス社会Ⅰ

2年次▲から1科目、■から1科目、□から1科目選択する

ただし、▲■のうち日本語は必要とする者のみが選択する

（学）日本語ⅠB

（学）日本語ⅡA

（学）日本語ⅡB

（学）日本語ⅢA

（学）日本語ⅢB

+1

+1


